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成果の概要 

今年度は、思春期やせと関連が強い Disordered eating(ChEDE にて測定)に関する調査を実

施し、Disordered Eating と、孤独感について分析し日本児童青年期学会で発表し投稿準備中

である。また、家族との関係についても分析を行い、現在学術誌に投稿準備中である。 

 

(1) 孤独感と Disordered eating 

新型コロナウィルス禍では、思春期やせが増加した。同時に新型コロナウィルス感染対策と

して実施した行動自粛の影響で孤独感が懸念されている。そこで本研究では、孤独感と

Disordered eatingについて検討したところ、孤独感は性別に関係なく Disordered eatingと

関連していた。 

孤独と Disordered eating の関連性の根底にある精神病理学的メカニズムについては、さら

なる検討が必要であるが、思春期の Disordered eatingの予防には、孤独感を抑制する対策が

必要であると考えられる。 

 

(2) 家族との関係と Disordered eating 

Disordered eatingの総スコア（平均値、標準偏差）と、個別項目の全項目において、女児



 

のスコアが優位に高かった。家族との関係については、「子どもと私は温かく親しい関係であ

る」「子どもは定期的に連絡を取り合う大人と温かく親しい関係である」と回答した保護者

は、こどもの Disordered eatingが少ない傾向であった。 

思春期やせの発症予防として、特にこどもと両親・周囲の大人との関係に対して介入が有効

な可能性がある。 


